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「一帯一路」 構想と

はじめに

「宗教の中国化」 のはざまにある 「逆さまの平和主義」

　

中国の習近平政権発足直後に出された「一帯一路」構想は、環太平洋経済パートナップ協

定 （ＴＰＰ） に対抗するもの、 という２０１３年の当初の予想を上回る形で展開している。 そ

れは、２０１８年３月に任期を事実上撤廃した習近平政権の正統性をも保証する中国のグロー

バル戦略を担う経済構想となっている。２０１８年からの経済摩擦に端を発する米中新冷戦も

ささやかれるなか、対外通商関係は一見順調にみえる。それと裏腹に中国国内問題として多

く西側メディアで大量に報道されているのが、 新彊ウイグル自治区のムスリム系住民に対

する強制的収容施設への大量隔離という処遇や、イスラーム、キリスト教、仏教を含んだ宗

教勢力に対する 「中国化」 の動きである。

　

特に、 宗教の 「中国化」 の動きは２０１８年初から加速化し、２０１９年に入り過激化してい

る。「一帯一路」 構想という、「モノ」「カネ」「情報」「ヒト」 の動きを活発化させる中国主

導のグローバリゼーションを推し進める中国政府の方針と、中国国内の厳しい宗教管理、特

に「宗教の中国化」 の方針は、一見矛盾しているようにみえる。 換言すれば、 中国の開放的

対外政策と抑圧的対内政策の間で整合性がとれていないように見える。 この現象をどのよ

うに考えたらいいのであろうか？

　

本論は第一に、 中国の従来の宗教政策と特にイスラームにまつわる数年前までの実態を

明らかにする。 第二に、 現在の状況を概観する。 第三に、２０１６年以来中国国内で厳しさを

増す宗教管理と宗教の中国化の「論理」 を、 中国の対外経済圏構想である 「一帯一路」 構想

伸張の中の文脈でとらえなおすことを目的とする。 宗教管理の強化の目的は何かを現在入

手可能な資料で洗いなおすことにする。それにより、中国のグローバル化の新たな新局面を

考察してみたい。 そして、「一帯一路」 構想を 「逆さまの平和主義」 の一環と名づけてみた

し、
０

１． 宗教政策に関する前提

１ この 「逆さまの平和主義」 という概念は、２０１５年１１月 ７日に札幌市北光教会で行われ
た、 北海道宗教者平和協会主催のノーマ◎フィールドの講演会をまとめた 「＜逆さまの全

体主義＞に抗するために」 （宗平協ブック レット

　

２０１６年１１月 １日） にイ ンス ピレーシ

ョンを受けた。 もともとは、 政治学者シェルドン◎ ウオーリンＳｈｅｌｄｏｎ Ｗｏｌｉｎ のｉｎｖｅｒｔｅｄ

ｔｏｔａｌｉｔａｒｉａｎｉｓｍ の訳である。 使用を許可してく ださったノーマ◎フィールド氏に深く感謝

したい。 なお、 この講演は、 ノーマ ◎フィールド『いま、 ＜平和＞を本気で語るには－

命◎自由◎歴史』（岩波書店、２０１８） で読むことができる。
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反帝国主義勢力と社会主義の原則を掲げ １９４９ 年に成立した中華人民共和国は、 現代

（２０１９ 年） にいたる ７０ 年間、 宗教に対して、 一貫してさまざまな制限や制約をかけてき

た。 憲法にある 「信教の自由」 は、 無神論の堅持の原則と民主集中制の原則からしても、 中

国共産党 （以下、 共産党） の指導の範囲内で 「許されるもの」 で、 人民の無制限の信教の自

由を意味しない。 だからこそ、各宗教団体は「公認」 を受けた上で、 共産党の指導を受け、
教義や指導者の「資質」が共産党の方針と整合性があるか否かを建国以来問われ続けてきた。

２． 宗教 「問題」 の根源

　

『中華人民共和国憲法』第三十六条は「中華人民共和国の公民は宗教を信仰する自由が
ある」 と規定し， 「国は正常な宗教活動を保護する」 としている。 だが、 保護の対象とな

るのは 「正常な」 宗教活動に限られる。 「正常」 とは何か、 という条件は国家＝政府＝共

産党が規定する。 宗教を管轄するのは国務院直属の国家宗教事務局である。 『宗教事務条
例』 （２００４年公布、２０１７年改定） は、 宗教管理のための法律で、 各宗教関係者が遵守する

ことを求められる。

　

また、 同 『中華人民共和国憲法』 第三十六条では、 「宗教団体と宗教事務は外国勢力の

支配を受けてはならない」 と規定している。 中国が 「宗教」 と規定しているのは、 キリス

ト教 （カ トリック＝天主教、 プロテスタント＝基督教）、 イスラーム、 仏教、 道教であ

る。 道教以外は外国由来で、 その越境性◎普遍性ゆえに、 世界宗教となったという性格を

もつ。 特に、 キリスト教は１９世紀から２０世紀初の帝国主義時代に、 列強の中国支配の 「道

具」 となったという認識を共産党はもつ。 また、 共産主義の無神論と反帝国主義の原則を

掲げる立場から、 共産党は人民共和国建国直後から外国の影響が中国国内に及ぶことを恐

れてきた。１９５２年には、 外国人キリスト教宣教師を全員追放し、 それ以降も外国との宗教

的接触を制限してきた。

　

また、 イスラームに関しても、 当初は 「反帝国主義闘争」 「抗日戦争」 において回族は

共産党に協力的であった、 という言説を堅持してきたが、１９５０年代後半になると、 宗教指

導者を中心に厳しい弾圧の対象となった。 チベット動乱を契機とする反宗教キャンペーン

のあおりを受けたものである。 文化大革命 （１９６６～１９７６年） の前半の時期は、 多くの宗教

施設が破壊され、 宗教指導者は逮捕、 訴追、 強制労働に駆り出された。 経典を燃やした

り、 豚を食べさせ養豚させたりと、 宗教の痕跡が徹底的に消されたのがこの時期である２。

　

そして、 その反動として改革開放発動直後、１９８０年代の１０年間はさまざまな宗教施設・

宗教学校が雨後の笥のように増え、 宗教学生と宗教指導者が育成され、 信者◎信徒が飛躍

的に増えた時代であった。 順調に 「宗教復興」 は進んだ。 しかし、 その傾向に水をさした

のが１９９０年代の 「法輪功」 の隆盛と１９９９年以降の 「邪教」 認定に伴う厳しい弾圧である。

２ 寧夏回族に関しては、 以下の拙論を参照のこと。 拙論 「寧夏山間地回族の
災厄」 の記憶とイスラーム復興」『中国２１』 Ｖｏｌ．４８，２０１８，ｐｐ．１６７一１９２．

「２０年間の大
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この法輪功事件の背景には、共産党の焦燥がある。党に忠誠を誓う共産党員が８９５６万人３

を数える中で、神に忠誠を誓う人々はそれを上回っていると情報がある。 例えば２０００年代

から２０１０年代には地下教会 （家庭教会） が次々と信者を増やし、 キリスト教徒は、 公認の

カトリック、 プロテスタントと地下教会を合わせて非公式の統計で６７００万人４以上ともい

われる。 また、 ムスリムは、イスラームを信仰する 「少数民族」 －回族、 ウイグル族、 東郷

族、 サラール族、 カザフ族など－－を合わせるだけでも２３００万人 （２０１０年） を数える。

この中には漢族の改宗者は含まれない。 こうなると、一神教の信者だけで、１億人前後とい

うことになり、 党員数を凌駕するどころか、 少なく見積もっても人ロの７．６％を占めること

となる。仏教徒を入れると、それどころでは済まない２億人以上という数字もある（後述）。

３．「宗教の中国化」 現象と 「宗教管理条例」 の厳格化

　

このような背景もあり、 共産党は宗教、 特に一神教の信者を、 一党支配を脅かす存在と

考えてきた。 振り返れば、 中国の歴代王朝の多くは白蓮教や太平天国、 イスラームといっ

た宗教の叛乱 （１９世紀の雲南、 陳西◎甘粛の蜂起） によって倒されたり、 弱体化されたり

という歴史的経緯がある。 宗教的熱狂に民衆が捕えられるとき、 そのエネルギーは政権批

判◎ 政権転覆に向けられることがある。 このことを共産党は恐れてきた。 ライバルの国民

党も特に米国のキリスト教勢力と強い関係をもっていたことも、 この嫌悪感に拍車をかけ

た。 さらには、 チベットとチベット仏教の問題に関して、 国際社会の強い批判にさらされ

ながらも現代に至るまで中国政府は一貫して強固な否定的態度を保ち続けてきた。 さらに

は、９０年代に米国がチベット問題に関して 「人権問題」 と宗教問題をからめて揺さぶりを

かけたことに対し、 明白な内政干渉であると強く抵抗した。 すなわち、 中国側からすれ

ば、 米国が中国の宗教の信仰自由を進めさせようとすることは真の目的でなく、 内政干渉

によって中国の社会制度を変えさせようとする 「陰謀」 である、 という解釈である５。 従っ

て、 政治的◎外交的には緊迫し、 経済的には相互依存関係にあるという中国と西側のちぐ

はぐな国際関係の中で、 中国国内の宗教問題は 「人質」 にとられる形で推移してきた。

　

中国の宗教は、 共産党の指導を受け、 半ば言いなりになる公式宗教団体が存在し、 その

下に位置する省、 市、 県、 鎮級の下部組織に上意下達で共産党の決定が伝達されてきた。

具体的には、 愛国主義と社会主義と党の指導という、 およそ宗教とは一見相容れない教義

解釈ができるような宗教指導者の人事が行われたりしてきたし、 人々も無制限の信教の自

由を享受してきたわけでない。 ただこの組織を使って草の根の要望が上に上がる事も多々

あった。 ただ、 管理の綱を緩めたりきつくしたりして共産党統治への支持が集まるように

３ ｈｔｔ奮諺ｗｗｗ鐘盤圃。ｃＤ璽ＭｃＤ鎚記臓型１３７１１１

　

２０１８ 年 １月 ８日閲覧）
４ 瞳鱈洲／ｗｗｗ１ｅｗあ園難⑩回／２鋼１／１２／１９超ＩＱ錠融ｔ寂鰐純ａ種ｔγ‐鴬獅ｌｏｌｌｓ／

　　　

（２０１８ 年 １月

８日閲覧）
５ 王作安２００２『中国的宗教問題和宗教政策』 北京：宗教文化出版社、ｐ．１１

－ １４０

　

－



様子見をし、 管理を緩くしている時は、 共産党は比較的 「宗教に寛容」 であるように見え

た。 そんな時期は、 海外◎国内の研究者、宗教関係者、宗教信者の来訪と交流を受け付け

た。 筆者を含めた海外の研究者や海外の宗教関係者を招略した宗教文化、歴史に関する国

際シンポジウムが立て続けに開催されたのは２０００年代半ばのことである。

　

ところが、２０１３年に政権の座についた習近平主席は、 従来の 「宗教に寛容」 な政策の方

向転換を行い、 宗教の 「中国化」 政策を打ち出した６。２０１５年の 「中央統一戦線工作会

議」 において、「積極的に宗教と社会主義の相互の適応をリードし、 中国化の方向を堅持

する」 と述べたのが晴矢である７。 さらに、 それを一歩推し進めて、２０１６年の 「全国宗教

工作会議」 においても、「中国化」 を重要なテーマとして推し進めた。 その動きは、２０１６

年ごろからの新彊ウイグル自治区におけるムスリム系住民の大量拘束、「再教育キャン

プ」 送りの情報とも連動 している。 ２０１７年５月 には、 「マルクス主義の中国化」 について、

習近平は中国社会科学院の４０周年記念会議で打ち出し８、２０１７年１２月には 「カトリックの

中国化」５年計画を認めさせた。 さらには、２０１８年１０月には、 新彊の 「安定」 のために

「宗教の中国化」 を全面に押し出し、 続く２０１９年１月には、 中国イスラーム教協会に 「イ

スラームの中国化」５年計画を認めさせている９。 いずれも、「一帯一路」 構想が順調に進ん

でいるとされる中のことである。

　

２０１７年ごろから、 宗教に関して起こっている諸現象は、 次の通りである。 例えば、 キリ

スト教に関していえば、地下教会が 「解散」 させられたり、破壊されたり、 教会がコミュニ

ティの世俗的娯楽施設に作り変えられたり、牧師が逮捕されたりしている。イスラームに関

していえば、宗教言語であるアラビア文字がテロリズムを想起させるとされ、街から一斉に

消される事態が起きたり、アラビア風建築が「中国化」されるように指導を受け改築を余儀

なくされたり、ひどいところだと破壊されたりしている。また、新彊のウイグル族をはじめ

としたムスリム少数民族は、「再教育キャンプ」 に１００万人規模で収容されたり、 その内の

一部は長期の懲役罰を受けていたり、ウイグル人アイデンティティとムスリム◎アイデンテ

ィティを消すべく再教育されたり、との複数の西側報道もある。いずれにしても、宗教施設

すべてに「国旗」 を掲揚させ、出入りをする人を防犯カメラで監視する、という方針は徹底

している。 さらには、一神教だけでなく、仏教にも弾圧の手は伸びており、仏像が大量に遺

棄させられたり、寺院が破壊されたり、僧侶が共産党に忠誠を誓わせられるデモンストレー

６村上志保２０１８は、 王文明の言葉として、 宗教の中国化は、「政府からの公認を受けている

教会の指導者、 社会科学院、 宗教局がともに起こしたプロパガンダであり、 一種の政治

運動である」 と紹介している。 村上志保２０１８「中国におけるキリスト教 「中国化」」『立命

館法学

　

別冊』「ことばとそのひろがり」 島津幸子教授追悼論集
７ 村上志保２０１８

　

１ｂｉｄ．
８ ｈｔｔ膳／〆ｗｗｗ．がｌｏｂ副ｔ血・ｅｓ。ｃ副ｃｏｌｌｔｅ龍ｔ刺 網７４８０．ｓｈｔ・縦

　

（２０１８ 年 １月 ４ 日アクセス）
９ ｈｔｔＰ：／／ＷＷＷ．ｃｈｉｎａｉｓｌａｍ．ｎｅｔｃｎ／ｃｍｓ／ｎｅｗｓケｕｊｉａｏｒｅｄｉａｎ／２Ｏ１９Ｏ１／Ｏ８‐１２９４５・ｈｔｍｌ

－ １４１ －



ションをさせられたり、 という報道もある１０。「文革」 の再来か、 とささやかれる所以であ

る。

　

逆にいえば、「中国化」 とは、 共産党指導部 （あるいは権力者） の意図に合致した 「中国

独自の」の教義解釈を作り上げ、厳しい上からの監視体制を無条件に受け入れさせることで

ある。監視を受けているのが、一般に普遍性と越境性をもつ世界宗教である。ということは、

共産党の意図と灘酷をきたす宗教信条や解釈は「過激派」とのレッテルを貼られ１１、いまま

で以上に「一帯一路」構想の「リスク」となるという理解を現在の中国共産党政権は持ち、

リスクの軽減◎撲滅のために着々と動き出している。さらには、そのリスクは病原菌のよう

に「外部」 から持ち込まれるという嫌疑を持っている１２。 いまや普遍性と越境性は「悪」 と

いうことになる。

　

それを法的に裏付けるのが、２０１７年に改定された 「宗教管理条例」 である。 これは、 習

近平の宗教に対する厳しい対時◎管理姿勢を鮮明化させたものと考えることができる。まず、

第４条第２項では、宗教は「社会主義核心価値観を実行しなければならない」とされる。 こ

れにより、 社会主義と共産党の意に染まらない宗教内容を伝えることは全くできなくなる。

また、「宗教的極端主義を宣伝したり、 支持したり、 資金援助したりするものは厳罰を受け

１０ 腕前

　

ｓソ勘ｉｔｔｅｒｗ‐ｉ龍ｔｅｒ“ｏｒ

　

／ｔｅ寵ｌ

　

ｉｅ‐ｓｈｕｔ副ｏｗ寵‐ｔａｃｔｉｃ闇ｓｕｓ
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Ｋｃ４ＬＩＭｅＭＮ瀞ｌｗ （２０１９年１月３１

日アクセス）
１１「一帯一路」 構想で直面するであろうとされるリスクは５つあった。 政治、 安全保障、
経済、 法、 道徳である。 この中で、 宗教リスクは、 安全保障のリスクである 「三悪」 と関

連して抽出されたものである。「三悪」 とは （テロ、 分離主義、 宗教的急進主義） であ

る。 王義楯（川村明美訳）２０１７『一帯一路詳説』 日本僑報社、ｐ．１１８

１２共産党の宗教への極端な恐怖を体現したある学会発表が、２０１８年６月の「日本平和学会」

全国大会 （於：東京大学駒場キャンパス） で行われた。 そこでは、 上海社会科学院所属の研

究者 ＷＹ氏が、 約２５年前のサミュエル◎ハンティングトンの 「文明の衝突論」 を引き合い

に出し、特にイスラームは危険であると決め付け、イスラーム、キリスト教といった宗教信

者が多いユーラシア、中東、アフリカ地域の過激主義の宗教研究をすることは、「一帯一路」

構想の発展に寄与すると主張した（日本語での発表）。宗教は「一帯一路」構想の「リスク」

や「障壁」 であるとの中国政府の考えに沿って、リスク軽減のためには、宗教の影響力が少

ない日本に注目し、日本人研究者との共同研究が必要と結んだ。日本平和学会全国大会でこ

のような雑駁な議論が披露されることも珍しいが、 宗教全体をテロと関連があると嫌疑を

かけること自体が 「構造的暴力」 を構成する。 日本平和学会の理論的指導者であるヨハン◎

ガルトゥングが反対したのはこの「構造的暴力」である。 その意味では、宗教リスク論とい

うのは、批判されこそすれ国際的学術水準に合致しない。セッションでのディスカッション

では、中国国内宗教において監視体制を強め、研究の自由度を低くすること自体が平和への

挑戦ではないか、 との意見が出されたが、 明確な答えは発表者からは得られなかった。

－ １４２

　

－



る。 それは、「邪教名簿に載っていない宗教団体」 として遇されるということもありうる」

（第４条第４項）。「邪教」 認定された法輪功は徹底的弾圧を受けたが、 同時に 「宗教的極

端主義」と関係があると認定されれば、法輪功と同じ運命が待っているという「威嚇」であ

る。

　

さらに、 第３５条では、 新しく宗教活動場所を設けるのに厳格な規定を設けた。 認定を受

けた教会、清真寺、仏教寺院、道観以外の場所では、共産党政府が明確に認可したところで

しか「臨時宗教活動場所」 として使用できない、とする。 また、公式認定団体として認めら

れない宗教団体には、 宗教目的での出国や宗教活動も厳格に禁止される （第４１条）。

　

ここでわかるのは、 公式団体として認められる組織であっても、「社会主義核心価値観」

を受け入れさせ、 コントロールし服従させ、「厳格に法規を執行する」 とすることである。
このことは、礼拝場所の特徴や建築様式の管理にまで及ぶ。宗教を学ぶための留学も禁止で

ある。 これは、２０１０年代半ばまでの宗教目的での出国熱に対して上から禁止しようとする

ものである。また、未成年が礼拝場所に立ち入ることの禁止条項がさらに厳格化し、いわゆ

る 「地下活動」 に厳しい制限を加えるものとなっている。

　

地下活動だけでない。 公式の宗教組織の活動範囲や環境もよい厳しい制約をうけるよう

になった。 公式組織の宗教団体であっても、 いつも 「中国化しているか」「社会主義核も価
値観」 を信徒◎教徒に伝えているのか、厳しくチェックされることになる１３

。 こうなると、
宗教指導者になろうとするものは減少するだろうし、宗教教育自体が無意味化し、公教育と
何も変わらなくなる。

４．「宗教の中国化」 前夜と直前

　

４‐１

　

「中国化」 前の状況

　

まず 「中国化」以前の状況を見てみたい。１９８０年代から２０１０年代までの約２０年を宗教

の制限つき自由の時代と規定してみよう。この間、イスラームに関しては、教義の急速な外

部依存が存在していた。８０年代にいち早く外に出た海外留学経験者が持ち込んだものであ

る。文革時に失われた宗教経典や経験を復興させる動きの一環であった。女性にもその影響

は大きかった。女性はヘジャブを新たにかぶり、宗教戒律の厳しいサラフィ一派の影響を受

けつつも、イスラーム的女性のエンパワメントが強調されていた。それは、世俗的価値観を

重んじ「男なみ平等」を日指す政府推奨のジェンダー平等とは全く逆方向を向いていた１４。
筆者の経験から例を挙げてみたい。 筆者は、１９９９年から２０１１ 年まで、 中国の各地のム

スリム◎ コミュニティ （ジャマーア） で特に、 女子のためのイスラーム学校 （女学、 女校）

で数十回の聞き取りをしてきた。その時は、すべて中国政府系の研究所の研究者の紹介、陪

１３ 鞄ｔ腿諺ｗｗｗａｄ晦欝ｆ．鞘可龍ｅｗｓ／ｗｏｒｌｄ‐鴬ｃ１・ｓ／２００３３５誼ｔ圃１

　

（２０１９ 年 １月 ２６日アクセ
ス）
１４拙著 『イスラームヘの回帰－－中国のムスリマたち』 山川出版社、 ２０１０。

－ １４３
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席か、 大学教員の紹介、 陪席があった。 彼らから釘を刺されたのは、筆者ができるのは「調

査」 でなく 「考査」 である、 ということであった。「調査」 は、 立ち入り調査という印象が

あるが、 外国人研究者に対しては 「考査」、 すなわち視察のみという意味合いが強かった。

　

筆者は、 雲南、寧夏、 甘粛、 青海、 内モンゴルといった名だたる貧困地帯のイスラーム共

同体を訪れた。 多くのムスリムが、外国人の筆者の来訪を喜び、多くの話をしてくれ、いく

つかの場所ではアンケート調査まで協力してきた１５。すなわち、歴史上や現代社会で、その

存在がなかったように扱われてきた自分たちのこと、 特にイスラーム的存在としての自分

たちを理解してほしい、 何語でもいいから今の自分たちの姿を残して後世に伝えてほしい、
という文脈のもとでの協力であった。

　

２０００年代半ばに、寧夏の最貧困地帯の一つでイスラームの盛んな Ｗ という鎮では、二つ

の種類の「女子学校」があった。 一つは公立の女子学校、もう一つはイスラーム女子学校。

後者のほうが、圧倒的に人気があった。イスラームが学べて、学費はただで、本音としては、

マルキシズムを教えないカリキュラムが保護者から人気の秘密であった。そこには、やはり

文革で宗教を潰した共産党への根深い不信感があった。それに対して、将来への階級上昇の

可能性と、強制性をちらつかせ、子どもたちを前者の公立学校に送ったのが地方政府と教育

関係者であった。その公立学校では、保護者が一番望んだアラビア語は教えられていなかっ

た１６。だからこそ、そのような公立小学校を卒業した女児の一部は、漢語の読み書きや数学

の初級を学んだあとで、アラビア語が学べる初中レベル、高中レベルのイスラーム女学に進

んだ。その後海外に留学し、帰国後またイスラーム女学の教師となって後進にイスラームを

教える …。そのような宗教教育を介した国外と国内の間のヒトと教義の循環が存在した。

手作りの女学といっても、 地元の敬度なムスリムと公権力の力関係が桔抗する最前線であ

ったわけである。

　

当時のこの地域の地方幹部 （回族、 漢族問わず） の最大の関心事は 「扶貧」、 すなわち貧

困撲滅であった。貧しいにもかかわらず宗教関係に住民がザカート、サダカやワクフという

形でお金を拠出するのは無駄であり、遅れている（落後）行動として認識されていた。 それ

よりは、子どもに大学教育を受けさせるべくお金をため、子どもが大学卒業後、仕事を見つ

けた都会でマンションを買って、便利な生活と高い地位を得たほうがいい、という話をする

幹部や教育関係者は多かった。ある貧困地域の中学校長は、教育の目的とは、雨が降らず地

味も低い「こんなひどい場所」から人がいなくなるようにすることだ、と筆者に語った（２０１１

年２ 月寧夏、 西吉）。 さらに、 宗教は無駄なアヘンであり、 早晩消えてなくなるのがいい、

というマルキシズムに基づいた本音はよく聞かれた。実際、少数民族問題の解決の糸口は、

１５ その一部は、 松本ｉｂｉｄ．８２‐８３。
１６１一江ａｓｕｍｉ藤江ａｔｓｕｍｏｔｏａｎ‐ｄＳｈｉｍｂｏＡｔｓｕｋｏ，２０１１

“ｌｓｌａｍｉｃｅｄｕｃａｔｉｏｎｉｎＣｈｉｎａ－－１ｈＰ１ｅ
ｄｉｓｃｒｉｍｉｎａｔｉｏｎａｎｄｔｈｅｃｈａｌｌｅｎｇｅｏｆ闘ｕｉｗｏｍｅｎ’ｓｍａｄｒａｓａｓ”，ｉｎＳａｋｕｒａｉＫｅｉｋｏａｎｄ

ＦａｒｉｂａＡｄｅｌｋｈａｅｄｓ，１力ｅ凡広ｏＬｚａ／÷虜ｃｏｎｏｉＤ２ｙｏｆ云わｅル菟ａｄｚａｓａ，Ｒｏｕｔｌｅｄｇｅ。

－ １４４
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貧困解消にある、 と考えるマルキスト研究者は日本でも中国でも多かった１７。

　

イスラーム教育の研究をしていく過程で、敏感な問題に筆者は手を染めている、という感

慨が当時からあった。例えば女学について中国人研究者の先行研究が全くなかった。欧米の

先行研究もほとんどなかった。その理由を案内してくれたＭ 講師に聞くと、「自分も回族だ

からイスラーム学校について知りたいと思うし、調査したいとは思うが、そんな研究に政府

の研究費が出るわけがないし、 そんな研究をしている自分も危なくなる」 と答えた。

　

特に、 強い印象を受けたのは、２０００年代半ばに訪れた青海の西寧のいくつかの 「女学」

の例であった。

　

第一の女学は、 成人向けであった。 大規模な × 清真寺の裏の路地に面したボイラー室の

二階にあった。看板も何もなく、電気もない薄暗い机と椅子と黒板だけを備えた女学には、
地域の中高年女性が５０人ほど集まり、 ペンを握り締め、 アラビア語のアルファベットとク

ルアーンを学んでいた。 教師はアラビア語を独学したという地域の回族中年女性であった。
Ｘ清真寺は改革派「イフワーン派」の礼拝寺として有名で、男性のための附属イスラーム学

校も高名であった。 しかし、Ｘ清真寺敷地内に確かに女性の姿はほとんどなかった。

　

コミュニティの女性たちは、手作りの学習室で家事◎育児◎介護の合間を縫ってクルアー

ンを学んでいた。 しかし、 筆者は、「ここは 「地下学習所」 であるから、 当局に目をつけら

れて危険である、写真も撮ってはいけない、インタビューもしてはいけない、中国国内で文

章を発表してもいけない、海外はいいけど」と土地の長老の案内者に釘をさされた。女性た

ちは、アラビア語はもちろん、漢語の読み書きも習ったことのない「非識字者」「半識字者」

で、学ぶことの喜びに満ち溢れていたにもかかわらず、その存在は強制的に不可視とされて

いた。

　

第二の女学は若年層の女子生徒を集めたところであった。 まちはずれの Ｙ 清真寺のわき

にある２階建てのコンクリート作りの女学であった。ここは、貧困や家庭の複雑さ、学業成

績に不振のため高校（高中）に進学できない近隣地域の女生徒を集めてアラビア語、イスラ

ームに基づいた人間観と世界観を教えていた。制服はヘジャブであった。女性校長に許可を

１７日本人研究者であれば大西広２００７「寧夏自治区頭部貧困県の平均的回族家庭の生活状況

について－呉忠市塩池県のヒアリング調査から」 ｈｔｔ藍／／ｗｗｗ．灘嵐艦ｘｉａ．ｓ糧ｍａ漉ｅ‐

　　　　　　　　　　

ｓ 堀Ｉ

　

Ｄ鋤醍圃／２００７ｏｏ醒ｉｓｈｉ。 醜奪群ｓｅａｒｃ：ｈ＝％２７％擬５％９１％８餅萄圏駅も園源％÷＆÷⑩÷％：艦５％９懲り６９璽％璽９

％８３９６藤謬る２７

　

（２０１８年１２月２８日アクセス）

　

などは、 民族問題の解決のためには、 少数

民族側の漢民族側への歩み寄りが必要であり、 ウイグル人は努力が努力がたりない、 とい

う言説を紹介している。 逆に回族は 「がんばって」 いると評価する。 ここでは、 民族問題

とは経済格差問題であり、経済格差問題が解消されれば民族問題は解消という中国共産党

の唯物論的公式見解にそった考えが披漉される。 ここでは回族は何よりもイスラームを信

仰しているからこそ存在している、 という前提を考慮する視点は欠けている。

－ １４５
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もらいアンケートを取らせてもらうと、女生徒たちのほとんどの将来の夢は「イスラームを

さらに学ぶために留学したい」「信仰を忘れた回族にイスラーム信仰を再度伝える人になり

たい」 ということであった。 ここも、 地域のイスラーム◎コミュニティからのザカートやサ

ダカで運営されていたが、政府の非正規のイスラーム教育をやめろ、という圧力があるので、

学校運営は教員給与も払えないほど惨傭たるものであると女性校長は語っていた。

　

第三の女学は、公立学校に行っている男女学生（小学、 中学生） に放課後や週末にイスラ

ームを教える補習校であった。集合住宅の一室を改築したものだった。ここも他にその存在

を知られることを当事者が恐れた非常に「敏感」な場所であった。写真もインタビューも止

められた。 それの理由は、西寧の場合は、チベット仏教徒も多いので、イスラームだけ特別

扱いすることができず、 従って比較的当時は管理がゆるかった寧夏や甘粛に比べて厳しい

管理下におかれている、 ということであった。

　

当時筆者は、中国のイスラームを取り巻く状況は厳しいものがあるが、公認宗教活動の裏

で活動している 「地下活動」 といっても、過激なものではなく、 文革期に失われた有形◎無

形の文化遺産を復興しようとしている活動であると考えていた。さらには、女性の潜在能力

を高め、仲間と居場所を作る場所として、女学は有効であるとも考えていた。女学を出れば、

それが非公式学校であろうが、機会があれば出国して、アラビア語とイスラームを学ぶとい

う道も開かれていた。 義鳥や広州などでアラビア語通訳として活躍するという道も開かれ

ていた。そして、女学の興隆の背景には、表の顔としての公認宗教活動を高位から草の根ま

での各レベルの回族幹部たちが保護しているという背景があった。回族幹部たちは、退職す

るとすぐこのような女学設立の労をとった。結果的にその配偶者や親戚、仲間たち、コミュ

ニティの娘たちが通う 「地下」 の 「女学」 への 「お目こぼし」 がされていた。 非公式な交渉

による生き残り戦略である。 すなわち、 公認宗教活動が 「ポジ」 とすれば、「女学」 は 「ネ

ガ」 との関係で、 表裏一体であった１８。

　

さらに、 これが、 寧夏、 雲南、 甘粛あたりになると、「地下活動」 というより、 むしろも

１８ 中国のＣＮＫ‐１によると、 イスラーム女学をはじめて中国の論壇で取り上げたのは、 筆者

である。 それから何人もの中国人学者によって、 筆者の論文はフォローされた。 一番影響

を受けたと思われる張宗敏という現在寧夏大学で教鞭をとっている研究者が、 中国の微信
上で 「炎上」 している。 すなわち、 彼女の修士論文 「寧夏回族女学教育与回族女性発展教
育－－以同心章州鎮東陽女校為例」 が過度にイスラームを評価しているとされ、 彼女のよ
うな人物が 「幹部」 として宗教政策が変わった２０１６年以来自己批判もなく、 教壇に立ち

続けさせている寧夏大学の責任を問うものである。 また、 寧夏は中国の伝統的国土であ
り、 アッラーの土地ではない、 とも言う。 寧夏が回族自治区であることを、 事実上否定す

るような言動である。 この梅新育という人物は、 経済学者で党員の漢族。．「愛国主義」 を
ふりかざし、 特に、 イスラームに対する 「ヘイト」 発言が目立つ。 党の方針に反するもの
をインターネット上で見つけ出し、 攻撃的な言動を繰り返しているが、 影響力が強いとい
う。 すなわち、 党の威光を得つつ、 イスラームを潰すというやりかたが、 放置されてい
る。 逆にいえば、 党の本音が彼の言動に表れている。
梅新育

　

微博

　

アカウント

　

（２０１９年２月 ４日アクセス）

ｈｔｔｐｓ；／／ｗｗｗ．ｗｅｉｂｏ．ｃｏｍ／ｍｅｉｘｉｎｙｕ？ｒｅｆｅｒ－
ｎａｇ＝１００１０３０１０３

　

＆ｉｓ

　

ｈｏｔ＝１

－ １４６
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っとオープンな運用がされていた。ホームページをつくって全国から学生募集をしたり、チ

ラシをまいたり、 卒業生の華々しい活躍を宣伝したりしていた。 ある女学では、 全国津々

浦々から学生はほぼ口コミで来るということであった。雲南のある鎮では、アザーンが鳴り

響き、外国人である筆者もへジャブをして町を歩かないと奇異な眼で見られる、という完全

なイスラーム地域という有様であった。

　

４－２

　

「中国化」 の直前夜

　

それから １０ 年たった。 習近平の宗教政策の方向大転換により、 上記のような教育活動、
宗教活動は完壁に「非合法化」され、 弾圧の対象となった。約１０年前、「中国は焚書坑儒の

国だ。 文革が再度起こるかもしれない。いつ弾圧されるかわからない。 怖い」と心配顔で筆

者に訴えていた敬度な中国ムスリム知識人 Ｍ 氏の心配（２０１０年９月談）が現実になったわ

けである。

　

この変化は、真綿で首を絞めるように徐々にやってきた。 筆者が２０１６年８月、華北の大

都会Ｔ市のＴ村清真寺に４年ぶりに訪れた。 以前に本文した時とはすっかり様相が変わっ

ていた。 監視カメラでの金曜礼拝の監視、 警察のパトカーでの監視、 そして、４年前に懸念

されていた、再開発という名目でのムスリムコミュニティの破壊。 瓦襖となったムスリム集

落と唯一の威容を誇る清真寺の対比は、宗教管理の厳しさの一面を物語っていた。４年前に、
文革を生き延びた古い写本を見せてくれた阿罰は転任し、 新しい阿旬の口も重かった。

　

２０１７年夏にＹ 市を訪問したときは、「宗教」 というタイトルがついた書籍は郵送できな

いといわれ、大部の寄贈書籍を手荷物で日本に持ち帰ったこともあった。しかし、この時は、
まだ 「イー ド◎ル◎フェトル」 には多くのムスリムが参加できていた。 だが、 女学の多くは

閉鎖を余儀なくされ、一部は料理、裁縫等の行儀作法も教える職業訓練学校の名のもとで宗

教を教え 「地下化」 していた。

　

さらには２０１８年に入ると、「地下」 イスラーム学校の閉鎖、 長期休暇におけるイスラー

ム教育の禁止、公務員のラマダン中の断食禁止のほかに、イスラームを教える場所として最

後に残された砦であった幼稚園にも、共産党による介入が行われた。政府は子どもの小学校

入学資格の剥奪の可能性までチラつかせてアラビア語のアルファベット教育すら禁止し

た １９。「クルアーン」 を所持することも危険になってきた。 さらには、 寧夏などでよく見

られたアラビア語の道路標示の撤去、呉忠のアラビア式建造物の回郷博物館の名称変更、銀

川市の中心街にあった中阿回廊における「三日月」モニュメントは「イスラーム的」 である

として撤去、ノ・ラール◎レストランにおけるアラビア語の看板の強制撤去、ヘジャブの禁止、
はなはだしきは、モスクの破壊や、イスラーム的表象 （ドーム、 ドームの頂点の三日月プレ

ート） の破壊、先述の宗教留学禁止など、「管理」「中国化」 という名のハラスメントは続い

ている。

　

さらに、このことは宗教を学ぶために海外留学した、あるいは将来の帰国予定者という数

１９２０１８年８月 ２７日、 海南省三亜市

　

筆者による回族居住区でのフィールドワーク。
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千人、 数万人に上るムスリム／ムスリマ人材の帰国後の居場所や就職先も帰国後なくなる、

ということを意味する。２０００年代に女学でアンケート調査をした時、 彼女たちの一番の希

望は、海外で宗教を学ぶことであった。マレーシア、エジプトなどが当時は主流であった２０。

１９８０年代に出国した人の中には、イエメ ン、シリア、パキスタンといった現在でいえば「危

険極まりない」 場所で学んでいたものも多かった。 彼ら／彼女たちの中には宗教関係団体は

もとより、宗教学校の教師、さらには国立大学のアラビア語教員にまでのぼりつめたものも

いた。 前記の Ｍ 講師がそうであった。

　

イスラーム国家留学経験者はもちろん、海外経験者は帰国後、収容所送りになってしまう、

という報道や嫌疑も２０１７年ごろから聞く。 例えば、 筆者は２０１７年秋にイランのゴムの宗

教学校で学ぶ中国ムスリム複数 （回族、 ウイグル族、カザフ族） にインタビューをしようと

計画し、仲介者をたてて先方と連絡していた。 しかし、結果は拒絶に近いノーであった。 理

由として挙げられたのが、１）海外に出国してイスラームを学ぶ自分たちという存在が既に中

国政府にとってはタブーであり、 帰国すると収容所送りになってしまうかもしれないこと、

２） 日本人は中国人の敵であると教えられていること、３）筆者が調査結果を中国政府に伝え

るスパイ かもしれないこと。

　

逆に、 中国政府は「宗教くささ」 を内心にも外見でも持つ人を、社会に毒素を撒き散らす

病原菌のように考え、「再教育」 の対象として囲い込み、 他に影響を与えないように隔離し

はじめようとしているということであろう２１
。

　

宗教教育の国際循環の流れと、 潜在的な中国政府批判の種を抹殺しようとしたのが今回

の宗教管理条例の改定と「宗教の中国化」 であったといえるであろう。 そして、 上記のイラ

ンに宗教留学した中国ムスリムの言動にみえるように、宗教関係者◎学習者を氷つかせる、

怖気づかせる、公的空間から不可視化する、という意味においては、この路線変更は効果て

きめんであった。「一帯一路」 構想のグローバル性に反して、 中国国内宗教に関しては、 文

革再現、 そして 「鎖国」 が始まったのである。 そして、 その方向性に対して、イスラーム諸

国からの反対は２０１９年２月に表明したトルコ以外ない。イスラーム諸国には発展途上国が

多い。イランも、 パキスタンも、 経済面◎貿易面で中国依存が強く （本報告書、 清未論文参

照）、対中関係が崩れれば、たちまち国家体制すらもが立ち行かなくなる。その意味では「－

帯一路」 の経済効果を使った周辺国の封じ込めは成功している。

５．「宗教リスク論」 の登場

　

「宗教リスク論」とは、耳慣れないことばであるが、この論が出てきた伏線は以下の習近

平が２０１６年５月 １８日に出した「在哲学社会科学工作談話会上的講話”こあると思われる。

２０１Ｖ１ａｓｕｍｉ猿江ａｔｓｕ比・ｏｔｏａｎｄＳｈｉ・ｎＬｂｏＡｔｓｕｋｏ２０１１１ｂｉｄ．，９７
２１ 艇ｔｔ

　

ｓｌ／／ｗｗｗ誼ｒｗ“ｏｒ副ｒｅ

　

ｏ瞳／２０１‐８樽９／○９／ｅｒａ副ｉＣ乳鎚醜かｉｄｅｏｌｏ鴎ｃ，ａｌ粘ｖｉｒｕｓｅｓ／ｃｈｉ龍乳ｓ琳

蝋圃腔ａｌ鰹ｒｒｅ臓ｒｅｓｓｌｏＩＴａｇａｉ灘ｓｔｘ嵐山ａｌ竣ｓ

　

（２０１９ 年 ２月 ７日アクセス）
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以下、関係する箇所を挙げてみよう （傍線 … 引用者）。

　　

改革開放は安定期に入りさらに難しくなってきた。 いろいろな厳しい矛盾が絶え間な

　

く露呈し、 各種のリスクと挑戦が絶え間なく増えつづけるという新しい状況下、 いかに

　

改革開放の水準を上げ、 国家の管理体系と管理能力の現代化を図るということは、 哲学

　

社会科学がさらにそのちからを発揮するためにも差し迫って必要となっている。 世界中

　

の各種思想文化が交流したり交戦したりするこの新しい情勢下で、 いかに社会主義文化

　

強国をつくり文化ソフトパワーを強め、 我が国の国際上の発言権を強めるかに関しては

　

哲学社会科学に一層活躍してもらいたい。 厳格な党内統治を揺るがず推し進めるという

　

重要段階でも、 党はリスクと試練に直面しているという新状況では、 どのように不断に

　

党の指導のレベルと執政レベルを高め、 汚職を廃し、 反乱を防ぎ、 リスクを制御できる

　

かどうかは、 中国の特色ある社会主義事業の括弧たる指導の核心であり、 哲学社会科学

　

が行うべき差し迫った仕事である２２
。

　

このような主席からの発言を受け、「哲学社会科学」 関係のシンクタンクの研究者に動

員がかけられ、 その中で、 宗教が 「リスク」（風険） であるという観点が出てきた （宗教

リスク論）２３。 これは中国社会科学院世界宗教研究所の卓新平が提出したという。 彼は、
宗教の中国化に関しても、 習近平思想の解説を大量に書いている２４。 この背景は以下のと

おりである。

　

この宗教リスク論は、２００１年の同時多発テロ以降の米国発の 「テロとの戦い」 と連動す

る形で、 宗教、 特に新彊の独立勢力 ◎テロ事件とイスラーム過激派思想の外からの逆流＠

流入との関連という嫌疑から発している２５。 ただ、 それ以上の意味を政府系シンクタンク

の学者の言説から見出すことができる。 例えば、 中国社会科学院世界宗教研究所の王漸楠

の 「用中国特色社会主義宗教指導 “一帯一路” 建設中的宗教研究」 という論文では、 宗教

の 「取り扱い方」 について次のように述べる。 よく読めば、 上に挙げた習近平の 「哲学社

会科学工作談話会」 と同じ論理と文脈で論述されていることがわかろう。

　

「我が国の伝統宗教は中華文化の沃土の中で深く根ざしているだけでなく、 その他国

家、 特に周辺国家のそれと密接に関連し合っている」 ので、「宗教文化の力を借りて中国

２２ 瞳ｔ静〃ｗｗｗ×幽鎧験驚ｔ．鑓耀／⑪ｌｉｔｉｃｓ／２帆６…⑪５／１８／ｃ ｌｌｌｓ８９闘鶏塩ｔ圃・ （２０１８年１２月
２８日）
２３鄭彼鏑２０１６「“一帯一路” 域略与宗教風陰研究－－基千可能性和必要性視角」 『世界宗教
研究』６期

　

が、 一番早い論文で、２０１６年１２月 に発表されている。 なお、 その後、 続々
とこの 『世界宗教研究』 で 「宗教リスク」 に関する論文が発表されている。２０１９年１月現
在で、 モンゴル、 カザフスタン、 パキスタン、 アフリカのキリス ト教、 トルコ、 フラン
ス、 オランダ、 イタリア、 ポーラン ド、 ウクライナ、 ヴェ トナム、 パキスタンの 「宗教リ
スク」 研究が発表されている。 一帯一路沿線の国々であることがわかる。
２４卓新平２０１８「習近平総書記関於宗教工作的論述的重大現実意義」 微言宗教”微信平台
２０１８年５月 ２５ 日

　　

ｈｔｔｐ：／／ｍｚｊ．ｈａｎｇ励めｕ。ｇｏｖ』ｒ・／１あり／２０１８０５／ｔ２０１８（｝５１７ ７１５２５Ｌｈｔｍ１
２５ 卓新平２０１６「“一帯一路” 与宗教文化交流及其実現意義」 卓新平

　

蒋堅永編 『“一帯－
路” 戦略与宗教対外交流』 北京：社会科学文献出版社、ｐｐ．１０－１１。

－ １４９
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の文化的ソフトパワーを作り上げることは…国際的文化協力機構を作り上げるのに有利で

ある」。 しかし、「一帯一路構想には現在多くの困難が待ち受けている。 たとえば、 中国脅

威論、 中国の世界のスーパーパワー論、政治動乱と国境周辺の民族衝突、宗教過激主義勢

力と分裂勢力というリスクがあると疑われている」。 だからこそ、「宗教史を研究し…宗教

ソフトパワーを人文外交の強みとし、 中国と一帯一路沿線の国家間文化◎宗教の交流を深

め、 宗教の安全レベルを引き上げ」 るとする。 と同時に、「過激主義に歯止めをかけ、 テ

ロリズム根絶の根拠を与える。 これは一帯一路構想を実行するため特に効果がある」２６。

　

すなわち、 宗教保護をしているという印象づけはソフトパワーのためであり、「一帯－

路」構想の中で対外関係の印象操作のためは大事だが、その一方で中国主導の宗教管理◎

思想管理を使った 「安全レベルの引き上げ」 が 「一帯一路」 沿線国で図られるべきと見て

いる。 そこには、 テロ根絶といういい訳を用いた中国流の統制思想やツール （たとえば、

監視カメラや住民管理カード等システムを使った住民管理のビッグデータの活用） の 「輸

出」 を目論見たいというような政府の思惑を付度する観点も見出すことができよう。

　

さらには、「バタフライ効果」 への懸念という中国独自の視点もある。 宗教の 「リス

ク」 が引き起こす 「バタフライ効果」 により地続きの政治危機や経済危機をもたらしう

る、 という嫌疑である。 世界で宗教の信仰者が多いという事実は変えられない。 だからこ

そ、 中国が 「走出去」 戦略を取るなかで、 宗教要素 （という不安定要素） を考えつつ持続

的発展をめざし政策実施をしていかなければならない、 とする２７。 「バタフライ効果」 と

は、 どんなに小さな蝶の羽根の動きでも、 廻りまわって大きな事象に繋がりうる、 という

理論で、 冷戦時代の米国の 「ドミノ理論」 とも比肩しうる。 すなわち、 小さな宗教的熱狂

に触発された騒乱は拡大を続け、 無神論の政権を内部と外部から包囲するかもしれない。

「カラー革命」 （顔色革命） への恐怖もある。１９８０年代から９０年代にかけて、 世界各地で

シンボルカラーを旗印に住民運動が行われ、 旧政権が転覆した。 その標語は 「民主自由」

と 「西欧文明」 であった。 これをカラー革命と中国は呼ぶ。 バタフライ効果とあいまって

中国国外の反体制運動が中国国内にも及ぶかもしれない、 という恐れである２８。

　

「宗教の中国化」 「宗教リスク論」 「バタフライ効果」 論を出してきたのは、 中国社会

科学院世界宗教研究所である。 この政府系シンクタンクが提言してきた理由はいるいるあ

ろうが、 第一に仮説としていえるのは、 宗教的熱狂が１９９１年のソ連崩壊とドミノ式東欧衛

星国家崩壊の原因であると、 共産党幹部たちが信じ込んでおり２９、 体制の絶対的堅持とい

２６王漸楠２０１８「用中国特色社会主義宗教指導 “一帯一路” 建設中的宗教研究」『世界宗教

文化』４期
２７鄭彼篇２０１６「“－帯一路” 故略与宗教風瞳研究－－基千可能性和必要性視角」 『世界宗教

研究』６期
２８ 王義椀 （川村明美訳） ２０１７

　

１ｂｉｄ． ｐ．１１８，ｐ．１２１，ｐ．１５４

轍鰯ｓ；／筋麟轄ｗ麹ｔ綴遜ｒ 底嘘飽鉦 瀧ｅｓ識驚‐ａ鎧鋤ｄ‐ｏｆ℃ｏｌｏｒ醗 聡１漉ｔｉｏ寵ｓ月２０１９ 年 ２月 １ 日 ア

クセス）
２９ 腕前
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ｅａｒｓＮａｆｔｅｒ掴離乳ヱ蝋ｉｉｉｘｌｅｒｌ雫逓減望Ｌ鮎

－ １５０

　

－



う観点から宗教というかつてからの不安定要素を徹底的につぶしにかかりたいということ

であろう。 人民共和国当初からの 「宗教は西欧の陰謀の道具論」、 無神論の優越、 ダライ

ラマの 「陰謀」、 イスラーム過激派の誕生、 共産党無謬論、 そしてブッシュ ＠ ジュニア前

大統領以来の 「テロとの戦い」 言説への便乗とあいまって、 宗教という存在をスケープゴ

ートにして、 政権維持を図ろうとしている。 世界宗教研究所という政府系シンクタンク

は、 存在意義をかけて、 「宗教リスク」 という調査結果を広めたということになる。

　

宗教信者は中国では仏教も入れて２億９４００万という西側の推計統計調査もある３０。 ベン

サムがかつて主張したように、 構成員の中の少数派を切り捨て、 多数派を救うことで全体

の量としての社会的幸福がもたらされるという功利主義の考えからすれば、 宗教信仰者は

中国の人口の２１％に過ぎない。 あとの７９％の人々の目が共産党批判に向かないようにする

ために、 少数派は犠牲にされても構わない、 あるいは威力で消去してしまおうという論理

につながる。

　

第二に、 「宗教リスク論」 という答申をうけて、 共産党が宗教を敵視し、 文革時のよう

に徹底的に消滅に持ち込みたいという野望を再度持ち始めたから、 という論説もある３１。
－ついえるのは、 中国全体の人民が権力者の監視対象となっていること、 そして一番の監

視対象が少数民族であったり、 信仰を持つものであったり、 新彊やチベットといった地政

学的に重要な土地に住んでいる先住民であったりする、 ということである。 それは一種の

植民地主義と似ている。 植民地主義とは、 ある権力者あるいは多数派が、 より弱いものた

ちの生殺与奪権を握り、 自由を剥奪している、 という状況の継続である。 警察権力が非常

に強い権限をもつ。 それは、 家長が気に入らない弱者を暴力で威圧する家庭内暴力とも似

ている。 そして、 植民地主義は、 体制内の順応的多数者によって、 自分たちの政府の施政

は 「植民地主義」 でなく、 かえって善事をしていると信じられているからこそ、 その生命

力を保つ。

　

第三に、精神的排外主義と中国ナショナリズムの肥大化である。ナショナリズムは教義、
神話、倫理、儀礼、 体験、社会組織という宗教の６つの要素をすべて満たしている。 共産党

はその無神論という名の教義の「司祭」にあたる。 神話は「孔子」 であり、「中国４０００年」

であり 「黄帝の子孫としての 「優秀な」 中華民族」 である。 倫理も儀礼も体験も社会組織も

共産党が規定し、 演出する。 それゆえに、ナショナリズムと党への忠誠は「二位一体」 の唯

一の信仰である。 宗教の 「中国化」 以降、 モスクに 「愛党愛国」 と掲げられ、 かつての 「愛

教」が抜けたのはこの文脈に基づく。 したがって、ナショナリズムとともに中国的価値を練

りこんだグローバル戦略「一帯一路構想」を推進しようとする共産党は、 民主主義、天賦人

権論、個人の尊重、少数派の尊重、三権分立といった西欧的価値に反発する。 精神的排外主

ｒｅｌｉｉｏ凝？鋤こ．ｌｉｄ．＝ｌｗＡ．腕ｌｔおＳＦ麗ＳＧＩＧＳＣｈ腐嘘

　

９絹漉Ａ ず園・龍

　

Ｓｏｔ腕Ｊ嬢ｅ

　

ｗｌ）９１．醒０凝Ｌ２に二脳鵬ａ‐Ｐ

ａｃＴｔ闘９８

　

（２０１９年２月 ４日アクセス）
３０ 瞳ｔ園 諺ｗｗｗ．ｃｌ鎧⑩ｒ露ｂａｃｋαｒｏｕ龍ｄｅｒ／ｒｅｌ震お寵℃瞳ｎａ

　

（２０１９ 年 ２月 １９ 日アクセス）
３１ 凝ｔｔ，繋；筋櫛ｂｉｔｔｅｒｗｉ園ｔｅｒ“ｏｒ瀞ａ揃ｔ，ａｌきｏｆ‐窯楓鎧Ｉ‐並遍濠区対８２ｒＬＬ３０ｅｓｒ覆園－ＰＰＧ…Ｇ源－
ｂ７ｗ灘圏ｗｓｅ園
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義である。 同時に「国境を越えて持ち込まれた 「普遍的」 宗教や価値は、 自分たちの父祖が

育んできた価値、伝統を不安定化し、社会を衰退させる結果につながる」と、危機感をつの

らせる３２。 内在的異物への恐怖である。 それは、 あたかも、 日本の後期水戸学が、迫りくる

西欧近代の圧迫に直面した時、象徴的「過去」に退行することで目前の危機を乗り越えよう

としたのと似ている。 水戸学では、その危機意識が「伝統」 を正しく理解しない者たちに対

する敵意として現れた。
「中華民族の大復興」「中国の夢」 をとなえ、 共産党がナショナリズムを鼓舞する現代中国

で起こっていることは、近代前夜に「尊皇壌夷派“こ覆われた日本とほとんど同じ現象とも

いえる。 敵意は外部 （外国由来思想） や内部 （同じ共同体の中でも 「伝統」 を否定するもの

－－ここでは「無神論」への反対者たる宗教信仰者や、言語や価値観を異にするウイグル族

やチベット族－）に対して向けられ、敵意を増幅させることによって求心力が保たれる３３
。

　

その意味では、「宗教の中国化」 の方向性は、 共産党が反対しているはずの宗教原理主義

運動と相似形を持っているのは皮肉である。

６． 「一帯一路」 の 「思想」 と 「逆さまの平和主義」

　

ここで、 「一帯一路」 構想とは何かと簡潔に定義しておくほうがいいだろう。

　

一言でいえば、 米国主導で進んできた従来型のグローバル化の方法論ゅ思想を中国方式

にゆっくりと上書きし、 書き改める、 ということであろう。 そこには、 特に産業革命以降

キリスト教をはじめとして、 経済、 武力、 技術、 啓蒙思想で世界を支配した西欧思想への

反感が強い。 それは、 習近平主席の 「中華民族の大復興」 「中国の夢」 という中国中心の

愛国主義スローガンにも見て取ることができる。 だからこそ、 「一帯一路」 構想によって

まずユーラシア統合とユーラシア大市場の創出することは、 中国の競争力向上、 国際社会

での発言力の増加とともに、 「運命共同体」 を形成して市場地図と価値観の世界地図を塗

り替え、 世界統合建設を請け負いたいという共産党と 「人民」 の夢を現実にする足がかり

となる３４。

　

それは、 約二百年間の西欧による非西欧の植民地支配、 戦争、 価値観、 物質文明の支配

の時代を４千年の歴史を誇る中国のプレゼンスが縮小した喪失や屈辱の時代と考え、 それ

を恢復しようという 「中華堀起」 の考え方に接続する。 特に、 「一帯一路」 構想は、 古い

歴史の幻想の 「シルクロード」 の物語へのオマージュとなっており、 通過点となったユー

ラシア大陸の地域とは歴史の 「古さ」 という共通の 「価値観」 を共有できる３５。 そこに

３２ 小川忠２００３『原理主義とは何か』 講談社現代新書、ｐ．２６
３３ 小川２００３ｉｂｉｄ．，ｐｐ．２２３‐２２４

３４王 義 杭ｉｂｉｄ．ｐ．２４，ｐ．５９，ｐ．６２，ｐｐ．２２９
‐２３０。

３５ 中央アジア諸国と中国の 「一帯一路」 言説を分析したＡｓｓｅＩＢｉｔａｂａｒｏｖａ氏のご教示に

よる。 また、 王義楯ｉｂｉｄ．ｐｐ．１９‐２０，ｐｐ．２４‐２５。
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は、 「古い歴史」 という物語、 文化交流以外の理念はない。 逆にいえば、 比較的新しい歴

史しか持たない米国を 「新参者」 として下におきたい、 という欲望を見て取ることができ

る。 この反西欧中心論は、 この二百年の世界を覆った西欧優越主義、 海洋中心主義 （海洋

覇権主義）、 地域発展の不均衡 （南北問題等） を否定し、「平和発展」 の掛け声のもと、
「智慧」 と 「パワー」 の源としての中国のプレゼンスを強めようとする。

　

たとえば、 習近平の 「新時代中国特色的社会主義外交思想」（２０１８年６月 ２２日中央外

事工作会議） では、 次のようなことが決められた３６
。 以下、 括弧内で （内） としたのは国

内向けメッセージ、（外） としたのは対外的メッセージである。 すなわち、

１） 党中央の権威の統率を維持し、 対外工作を集中的に指導

　

（内）

２）中華民族の偉大な復興を使命とし、 中国の特色ある大国外交を推進する（内）

３） 世界平和をしっかりと守り、 共同発展促進に終始し人類の運命共同体を作る （内）

４）

　

中国の特色ある社会主義を堅持しつつ、 戦略的自信を強める （内）

５） 共商、 共建、 共享の原則を堅持し、 一帯一路建設を推進する （内、 外）

６） 相互尊重、 協力、 ウインウィンの基本を堅持し、 平和発展の道を歩む （内、 外）

７） 外交の布陣により、 グローバルなパートナーシップを堅持する （外）

８） 公平正義を理念として、 グローバルなガバナンス体系改革を堅持する （内、 外）

９） 国家核心利益をボトムラインとして、国家主権、安全、発展利益を堅持する（内）

１ ０） 対外工作の優良伝統と時代の特徴を結合させ、中国外交の特色あるスタイルを作

　　　

りだすことを堅持する （内）

　

外交思想なのに、（内） が多く、 かなり内向きのメッセージであることがわかる。 この１０

項目の中で用語を検索すると、「中国、「外交」、「発展」が３箇所、「平和」、「国家」、「対外」

が２箇所となる。いかに、中国の対外外交が「平和」と「発展」を強調したいのかがわかる。

　

仔細にみていくと、「中華民族の偉大な復興を使命とし、中国の特色ある大国外交を行う」、
「社会主義の堅持」、「グローバルなガバナンス体系改革」 を行うということは、「普遍的」

であると人々が２０世紀後半以来信じてきた西欧的価値観に基づく国際秩序への異議申し立

てであると考えられる。 中国の 「対外工作の優良伝統」 とは、 いわゆる、天下における天子

／皇帝の徳治が中心から周縁まで段階を追って無限に延長することで安定が訪れるという

「華夷秩序」「冊封体制」「天下国家論」 あるいは 「儒教文化圏」 を想起させる。 ここでは、
西欧的価値観とは個人の権利を定めた 「個人主義」、「無記名普通選挙」、「民主主義」、「国民

主権」、「天賦人権論」、「言論の自由」、「信教の自由」、「三権分立」、 市民が権力をチェック

する 「立憲主義」 も含む３７
。

３６ 鱗ｔｌ／／ｗｗｗｘ節鎧臓醒ｅｔ縄皿／ｏ脇鯖ｓ／×ｘｋｓ／２鎚 Ｓ０膨２謬ｃ 楓繋０２９４９鱒誠煎・ （２０１８年６

月 ２７日アクセス）
３７ 中国の人権状況については、 ＨｕｍａｎＲｉｇｈｔｓＷａｔｃｈの次のサイ トを参照。
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これら文言を深読みすれば共産党が主張する 「平和発展」 とは、「安全、 発展、 統治」 の

「三位一体」の名の下３８
、中国伝統の天下国家論という非西欧的価値観を共有する「運命共

同体」 を、 中国を中心にして 「一視同仁」 で構築し３９
、 さらに周辺へ拡張していくこととも

とれる。 そして、それこそが 「中国の国家核心利益」 であるという思想が見え隠れする。 筆

者は、 これを 「逆さまの平和主義」 と呼んでおこう。 すなわち、 上からの安定◎安全からも

たらされる 「平和」 である。 そして、 この 「平和」 は同時に監視と制裁をちらつかせる威嚇

と豊かな経済力によって担保される。 そして、この「逆さまの平和主義」 は、拝金主義を善

とし、 弱者は自己責任として切り捨てる新自由主義のグローバル主義とも随走する。

７．「最終解決」 のにぷい響き

２０１９ 年 １月現在、 宗教の中国化とともに、 国際人権の観点から問題になっているのが新

彊ウイグル自治区の収容所問題である。一説によれば、１００万とも１５０万ともいわれる人々

が 「行方不明」 となり 「強制収容所」 に送られているとされる。 当初その存在すらも 「言い

がかり」として否定していた中国政府であるが、国際的非難の高まりから、その存在を一転

して認めた。 しかし、「職業訓練を施している」「中国語を教えている」と論点をそらしてい

る。 国際人道主義の観点からみても度外れたこのような大規模の拘束が新彊で起こってい

ることを正当化されうるのだろうか？ここでは、フーヴァー研究所の「最終解決論」に関す

る論説を紹介し４０、 その上で筆者の見解を付け加えよう。

　

まず、新彊には地政学的重要さがある。米国の反中国包囲網において、米国の影響は新彊

ウイグル自治区にほとんど及ばないので、中国は、新彊を重要な戦略地域にしておく必要が

ある。２０１８年に米中間の新冷戦以来、新彊の対米戦戦略的重要性は増している。そのため、

中国の指導者たちは、新彊の安定化と戦略的礎石化につとめなければならない。新彊は対米

戦略を邪魔だてするテロ撲滅のために「最終解決」を図らなければならない、と考えている。

　

第二に、 物資輸送の中心地としての重要性である。「一帯一路」 構想では、 巨額投資が動

き、 輸送基地としての新彊の安定は絶対である。 新彊は、ロシア、カザフスタン、 ベラルー

シ、 ポーランド、 トルコ、 ドイツまで続く新ユーラシア回廊の結節点である４１。 また、 キル

ギス共和国やタジキスタン共和国、アフガニスタンとも国境を接する。中国

　

パキスタン経

済回廊（ＣＰＥＣ）も新彊から出発する。特に新ユーラシア回廊は鉄道路の連結によって、

ｈｔｔ・ｓｌ／／ｗｗｗ 脳ｗｏ昭短ァｏ剛番臆 鯖ｔ／２鎖８／ｃｏｕ園謄℃血乳 ｔｅｒｓ鱈灘醜ａａ灘醜ｔｉｂｅｔ

　

（２０１９ 年 １

月 ２９日アクセス）
３８王義椀ｉｂｉｄ．ｐ。２５７。
３９ 王義杭ｉｂｉｄ．ｐ．２１７
４０ Ｎ１ｉｌｅｓ：ＭａｏｃｈｕｎＹｕ２０１８ ＧＺ２Ｚｎ日吉翼ｉｎａ／Ｓｏ／ｚｚ窟ｏｎＺｎ Ｘヱｎ卵ａｎｇ
鱈ｔｓ：／／ｗｗｗｈ鱒 聡ヱ鯖 症ｅｓｅ鰯ｃｈ／ｃ瞳凝潮 樋ｎａｌ‐ＳＤＩ鴫鱒奮×皿ｌａ龍げ

　

２０１９ 年 １月 ２０日アク
セス

４１２０１８年には中欧に６３００便の列車が出て、 前年比７２％の伸びである。
血沈茎》；〃ｗｗｗ．灘ｅｏ ｌｅｒａｌｌ。ｃｏｌ凝ｒａｉｌ／ｓ飽ｏ‐ｗ‐４５辱３９６３２岳土鞄・縦

　

鰹０１９ 年 １月 ２９日アクセス）
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大量の貨物コンテナ輸送を可能にした。鉄道の保全はことのほか重要である。歴史的にいえ

ば、 約８０年前の日中戦争中に頻繁に鉄道破壊を華北で行ったのは、 共産党系ゲリラであっ

た。 非対称の力しかもたない体制反対者にとって鉄道破壊やパイプライン破壊は比較的少

ない労力で最大のダメージを敵に与えることができる。 先祖がその当事者であった共産党

はその経験に則り体制反対者による鉄道破壊を一番恐れる

　

４２。 共産党にとって新彊の治安

維持は、 国際商業取引信用維持のために重要である。

　

第三に、 モスクワと北京の良好な外交関係である。 かつて長期間、 新彊をめぐるソ連◎ロ

シアとの対立関係があった。３０年代、４０年代の二度の 「東トルキスタン共和国」 の成立を

旧ソ連のバックアップで中国（当時は中華民国）が許したことは、中国の一種の「トラウマ」

となっている。従って、現在新彊の主権をもつ中国としては、ロシアが新彊に領土的野心を

もたないままにしておくという状態を保つために両国の良好な関係性を保ちたいというこ

とになる。

　

最後に、 中国の 「民族問題」「人種問題」「宗教問題」 の深刻さである。 ウイグル族等ムス

リム系少数民族への多数派漢族の差別感情は激しいものがある。 また、 新彊は１９世紀末に

清朝に編入されたからこそ、新しい土地、という意味の新彊という地名を命名されているの

に、「新彊は古来中国の固有の土地である」 との宣伝が広く行き渡っている。 従って、 ウイ

グル族やカザフ族が「先住民」 であり、先住権を享有する、という現在の国際社会で主流と

の考え方は国内で抹殺されている。 また、漢族が入植して新彊に「文明と豊かさ」 をもたら

した、と信じている。 漢族の新彊入植は一石四鳥のメリットがある（人ロ圧力解消、資源の

利用、 ならず者の集積地、 漢族移民による現地人の 「教化」） といったのは近代中国の父、
孫文であった４３。近代化論の中で、手付かずの土地の開発、現地人の「教化」＝同化は「善」

とされた。客観的にいえば内国植民地とも評価されうる新彊ではあるが、反植民地闘争を戦

って政権を執ったことになっている共産党とすれば、 内国植民地を持っているとは対内的

に絶対にいえない。 あくまでも、 現地の人々の「自治」 が行われているといい続け、 漢族と

共産党が生活水準を持ち上げた、 といい続けなければならない。

　

また、共産党の無神論教育のため、宗教については表層的な知識しか学校で教えられない。
ウイグル族といえば、学校教育の教材や公式メディアでは「踊って歌う」 陽気な「遅れた」

人々と表象される４４。 人種、言語、 文化、宗教も漢族とは違うウイグル人に対して、 無知に

根差した人種差別が存在する。すなわち、「意味不明な言葉をしゃべり」「漢語が下手で」「意

味不明な言葉で漢族の悪口を言っているかもしれず」「豚を食べず」「断食をし」「意味不明

４２ 王義楯２０１７１ｂｉｄ．ｐ。１５３

４３ 拙論 「孫中山と 「徹底した民族主義」：近代的統一という幻想」 王柄編２０１１『辛亥革命と

日本』 東京：藤原書店、ｐｐ．２１２－２３６．
４４ ＮｉｍｒｏｄＢａｒａｎ。ｖｉｔｃｈ

　

２０１０

　

”ｏｔｈｅｒｓＮ０ 虹ｏｒｅ；ＴｈｅＣｈａｎｇｉｎｇＲｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ。ｆ

Ｎｏｎ－ＨａｎＰｅｏＰ１ｅｓｉｎＣｈｉｎｅｓｅ闇ｉｓｔｏｒｙＴｅｘｔｂｏｏｋｓ，１９５１一２００３”

　

ｏｚｚｒ７２βノｏｆ月別白刀 β云仏心壱β
Ｖｏ１６９，Ｎｏ．１， ｐｐ．８５‐１２２

－ １５５

　

－



な宗教を信じ」「漢族とは外見が違い」「中国に愛国心を持たない（かもしれない）」「遅れた」

人たちという認識である。 従って、 ウイグル族を「教化」 し、 経済的豊かさを与え、過激主

義に走りがちな宗教を「根こそぎ貝こして新彊問題を解決するということは、中国の漢族中

心の愛国主義と大国主義にも合致する。

　

ウイグル族は、 いまだ中国人になる 「努力が足りない」 とされ、また、独立を求めテロ事

件を起こす可能性もあるということで、警戒の対象となってきた。それは新彊のウイグル族

が漢族に同化させるべく矯正したら、長年の懸念は霧散し、リスクも根絶するという考え方

に基づく。また、教化＝同化＝文明化＝漢族文化の吸収もウイグル族にとっても唯一の幸福

の道、という、 多元主義◎多文化主義とは真っ向から対立する非常に単純な考えも、漢族の

多くに支持されている。 同化◎教化は明治日本の北海道のアイヌ同化を髪髭とさせる１９世

紀的な考え方であるし、確かに、その頃欧米キリスト教宣教師はキリスト教が世界中で信仰

されれば、 諸矛盾は跡形もなく解決する、 と考えていた。 しかし、２１世紀ではいまやこの

ような思想は国際的には通用しない。 マイノリティの同化を本人の意思を考慮せずによし

とする考えは今や中国国内でしか通用しない 「ひきこもり」の考え方である。 しかし、基本

的人権や先住民の先住権という考え方が中国国内の言論空間でほとんど存在しないからこ

そ、 同化は根深い 「善意」 の形をした 「悪意」 となって表出する。

　

問題なのは、 このような 「悪意」が悪意とも認識されず、 中国の特殊事情として、 国際社

会でなかばあきらめ気味に国際社会復帰後も半世紀近く放置されてきたことであろう。 主

権国家への内政干渉をしないとした国際社会の「常識」が、中国国内における多数派による

少数者に対する 「悪意」 を増幅させてきたという事態は重い。

まとめにかえて

　

筆者は２０１２年ぐらいまで中国各地ムスリムコミュニティを渡り歩き、女学におけるイス

ラーム的な女性のエンパワメントを評価していた。筆者はそれを「男なみ平等でないジェン

ダー平等」 と評して、「軍事主義」「激烈な競争」「人間疎外」 につながる世俗主義的 「男な

み平等ジェンダー平等」に対する痛烈な批判であると受け取った。イスラーム教育を受けて

から、ムスリムと して、中国人としての二つのアイ デンティティを誇りとし世界に羽ばたく

回族の人たちや、イスラームを学んだ、アラビア語はとても得意だ、人間的にも他者に対す

る思いやりが増した、感謝の気持ちで毎日を暮らしている、という謙虚な人たちにも多く会

った。 アラビア語を教える幼稚園を経営する女性にも出会った。 また、２０１６年にドバイを

訪れたときにも、中国居留民の多くは回族であった。マレーシアでもそうだった。筆者は「－

帯一路」 構想が出たとき、 彼ら／彼女たちの活躍の場が広がった、 と喜び、 中国はその多民

族性、 多文化性で世界をリードしていくのではないか、と考えていた。 海外の回族も、確か

にそのような希望を持っていた。 ２０１６年ぐらいまでは。

状況が一変したのは、２０１６年の 「全国宗教工作会議」 おいて 「中国化」 が重要なテーマ
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となってからである。「一帯一路」 構想が具体化し、 中国の世界でのプレゼンスが上昇する

のと反比例して国内で宗教への自由度が制限された、ということであろう。おりしも文革５０

周年、 文革に対する批判的記事はぐっと減り、２０１８年には文革に批判的な教科書の記述が

消えた、 とも報道されるようになった。

　

結局、さまざまな論評が指し示すように、海外には貿易と投資することで物言わせず、国

内では検閲と威嚇で、中国流の社会主義核心価値観を広めていくということである。しかし、

建国以来の原則 「民族平等」「民族団結」 の標語は有名無実化した。

　

ここで、まとめておこう。まず、第一に中国においては完全なる信教の自由はなかったし、

反右派闘争や文革の時は、宗教は否定された。しかし、それでも改革開放を期に３０年間は、

比較的緩やかな宗教政策が探られた。 それが２０１６年以来、 政府のさらに厳しい 「管理」 下

に置かれ、 宗教信者は「迫害」 されるようになった。 第二に、 経済的に豊かになれば、 民主

化、人権尊重、表現の自由、 三権分立が保証されるのでは、という希望的進化論が中国では

当てはまらないことが判明し、それら西欧的な思想は中国には受け入れられない、と中国側

が宣言した。第三に、西側諸国の個人の人権尊重に力点を置く価値と、中国の社会の安定が

優先し、 個人の尊重は従属的であるべきという価値の間に横たわった積年の問題点の裂け

目が、 この 「宗教の中国化」 で露呈した。 その過程で 「宗教リスク」 論のもと、 宗教◎宗教

信者へのヘイトスピーチは放置され、迫害は加速度的となっている。 しかし、国際社会にお

いても、強大な中国へのお目こぼしはひどい。パレスチナ問題やロヒンギャ問題で異議を唱

え続けたイスラーム共和国イランも「一帯一路」構想の受益者として新彊ウイグル族の大量

拘束問題や「宗教の中国化」問題に関しては沈黙を保っている。イランも西欧社会から厳し

い経済制裁を受けている以上、最大の交易国中国に異を唱えることは難しいからである。聖

地マッカを抱えるサウジアラビアも同じである。

　

「一帯一路」 が拡大するなかで 「逆さまの平和主義」 が実現し、 中国的価値観＝ （共産党

による）天下国家論が世界を覆うことになるのだろうか？すなわち、威圧と監視と均一化の

もとでの「平和」と、天然資源を削り取りながら進む物質的豊かさは人類に幸福をもたらし

えるのだろうか？新たな宗教の「中国化」の問題はこのようなことを私たちに問うている。
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